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「日本の広告 2004」（電通）によると、

2004年のインターネット広告費は1,814億

円とされており、マス4媒体の1つであ

るラジオ広告費（1,795億円）を超えた。

インターネット広告市場を牽引しているの

は、ブログなどウェブページとの関連性

が高いと判断された広告が表示される

Google AdSenseなどの「コンテンツ連

動型広告」と、検索キーワードに連動し

て検索結果ページにテキスト広告が表示

される「検索連動型広告」である。特に

前者は、次世代の検索エンジンマーケ

ティング（SEM）を担う手法として注目さ

れている。

SEMに関するコンサルティング業務を

手掛けるアウンコンサルティングの調べに

よると、2004年における「コンテンツ連動

型広告」の市場規模は30億円。その後は

急速に市場を拡大し、2009年には795億

円に達すると予測している。

一方、2004年における「検索連動型広

告」の市場規模は320億円で、2009年に

は1,325億円に成長すると予測。2004年

時点では、「コンテンツ連動型広告」の10

デ ー タ で 読 む 未 来

次世代のSEMを担うコンテンツ連動型広告
2009年には約800億円規模に

倍以上の規模であるが、2009年には両

広告の比は6対4にまで縮まるものと見

ている。

現在「コンテンツ連動型広告」は、ニュー

スサイトやポータルサイトのほか、ブログなど

での掲載が進んでいる。中でもブログは、

ここ1年でユーザー数の増加とともに認知

度が高まった。さらにユーザー向けに、自

分の配信しているRSSフィード内にコンテン

ツ連動型広告を挿入して報酬を得ることが

できる新たなサービスも登場。これらが今

後の市場拡大を後押しするであろう。

図1 コンテンツ連動型広告市場規模予測
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図2 インターネット広告費の比率
2004年のインターネット広告費は1,814億円。

総広告費におけるインターネット広告費の比率

は、2002年の1.5 ％から3.1 ％と確実に高

まっている。

インターネット利用者におけるブログの認知度は

全体が91.4％で、利用率が18.4％となってい

る。2004年の認知度39.4％、利用率2.5％と

比べると、この1年ですっかり定着したことがう

かがえる。
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図3 ブログの認知度
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図4 効果が高いと思うアクセス誘導対策（2004年-2005年）（単一回答）
企業のウェブサイト担当者に聞いた効果が高いと

思う自社サイトへのアクセス誘導対策は、「SEO」

が27.8％と最も高い。

出所●図1 アウンコンサルティング　●図2

電通/「日本の広告2004」●図3～4 インプレ

ス/「インターネット白書2005」
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